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SRC自主調査の調査結果について 

第 2 回 東日本大震災の復興に関する調査（SRC自主調査 003） 

調査結果の概要 

 

▼家族との同居状況 

 同居している家族 

 

ご自身を含めた同居家族の人数 

 

 

 

 

 

▼周囲とのつきあいの変化 

震災前と比べて、まわりの人とのつきあいに変化がありましたか 

 

＜経年比較＞ 

 

震災前と比べた家族・親族とのつきあいの変化 

 

 

震災前と比べた地域の人たちとのつきあいの変化 
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▼暮らし向きに関する意識  

 

震災から２年たちましたが、あなたの暮ら

しは落ちついてきましたか 
最近、あなたは次のようなことをお感じになりますか 

 
 

 

 震災から２年たった現在、どのよ

うなことをお考えになりますか 

  

    

 

＜経年比較＞ 

将来どこに住むかということ 

 

 

 

商売・仕事・収入など経済的なこと 

 

 

現在のお宅の家計は、震災前にくらべていかがですか 

 

 

＜経年比較＞ 
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▼住宅再建に関する課題 

 

自宅を再建する上で、どのような問題がありますか 

 

 

自宅を再建する上で重視する点 

 

 

 

 
※図中の n は回答者数を示します。 

※小数点を省略しているため、合計しても 100％にならないことがあります。 

※複数回答ができる設問では、回答比率が 100％を超えます。 
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